
巡

視

に

も

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。山
岳
部
に
お
い
て
不
審
車
両

な

ど

の

情

報

が

あ

り

ま

し

た

ら

、
屋
久
島
森
林
管
理
署
又
は

屋

久

島

森

林

環

境

保

全

セ

ン

タ
ー

ま
で
ご
連
絡
頂
く
な
ど

、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

。

ま
た

、
夜
間
や
早
朝
等
に
声
掛

け
を
さ
せ
て
頂
く
場
面
も
有
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
の
で

、
ご
理

解

・

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。【
連
絡
先

】

屋
久
島
森
林
管
理
署

〇
九
九
七

（
四
六

）
二
一
一
一

屋
久
島
森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

〇
九
九
七

(

四
二

)

〇
三
三
一

び
通
達
を
学
び

、
午
後
か
ら
現

地
で
の
罠
設
置
箇
所
の
選
定
方

法
や
設
置
に
お
け
る
注
意
点
に

つ
い
て
細
か
に
検
証
す
る
と
と

も
に

、
シ
カ
の
習
性
や
嗜
好
す

る
植
物
に
つ
い
て
確
認
し
な
が

ら
の
実
習
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で

す

。今
後

、
研
修
を
終
え
た
職
員

に
よ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
計
画

的
に
実
施
し
て

、
シ
カ
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す

。

有

害

鳥

獣

捕

獲

研

修

の

実

施

多
く
見
ら
れ
る
南
部
地
区
で
の

シ
カ
の
生
息
、

移
動
状
況
や
被

害
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、

森
林
の
多
様
性
の
保
全
や
国
土

保
全
等
の
観
点
か
ら
、

他
行
政

機
関
と
協
力
し
、

民
有
林
と
も

連
携
し
た
植
生
の
保
護
･
再
生

方
策
、

シ
カ
個
体
数
調
整
方
策

等
シ
カ
に
関
す
る
総
合
的
な
対

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
後
、

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で

は
学
識
経
験
者
等
に
よ
る
検
討

会
で
の
助
言
の
も
と
、

事
業
の

具

体

的

内

容
、

調

査

の

進

め

方
、

研
究
者
か
ら
の
意
見
聴
取

な

ど

行

う

こ

と

と

し

て

い

ま

す
。

ま
た
、

先
日
は
、

委
託
事

業
者
と
現
地
の
事
前
踏
査
を
行

い
現
状
を
確
認
す
る
と
と
も
に

調
査
の
方
法
に
つ
い
て
議
論
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

島
内
で
の
シ
カ
対
策
に
つ
い

て
は
、

屋
久
島
町
を
中
心
に
行

政
機
関
は
も
と
よ
り
地
元
関
係

者
が
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

屋
久
島
森
林
管
理
署
か
ら
の
お
願
い

ア

フ

リ

カ

原

産

の

多

年

草

で
、

明
治
の
中
頃
屋
久
島
に
渡

来
し
た
。

園
芸
用
で
あ
っ

た
の

が
野
生
化
し
、

道
路
脇
な
ど
に

普
通
に
見
ら
れ
る
。

高
さ
八
〇

㎝
く
ら
い
に
な
り
、

葉
は
細
長

く
、

直
径
四
㎝
ほ
ど
の
黄
赤
色

の
花
を
多
数
つ
け
る
。

花
期
六
～

七
月

ヒメヒオウギズイセン

今
年
、

屋
久
島
森
林
管
理
署

及
び
屋
久
島
森
林
環
境
保
全
セ

ン
タ
ー

の
全
職
員
が
有
害
鳥
獣

捕
獲
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

国
有
林
内
で
は
森
林
へ
の
被

害
を
防
ぐ
た
め
有
害
鳥
獣
の
駆

除
を
自
主
的
に
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
現

場
署
員
を
中
心
に
数
名
で
行
っ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
年

度
、

九
州
森
林
管
理
局
の
重
点

取
組
事
項
と
し
て
、

各
森
林
管

理
署
で
シ
カ
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、

屋
久
島
で
は
職

員
自
ら
が
括
り
罠
を
設
置
し
、

シ
カ
を
捕
獲
す
る
考
え
で
す
。

研
修
で
は
、

関
係
法
令
、

及

（アヤメ科）

屋久島の植物
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野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に
向
け
た
生
息

環
境
等
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

九
州
森
林
管
理
局
で
は
シ
カ

対
策
へ
の
取
組
と
し
て
野
生
鳥

獣
と
の
共
存
に
向
け
た
生
息
環

境
等
整
備
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

す
る
た
め
委
託
契
約
を
終
え
た

と
こ
ろ
で
す
。

近
年
、

全
国
的
に
シ
カ
の
森

林
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
て
屋
久
島
で
も
ヤ

ク
シ
カ
の
生
息
数
が
増
加
し
て

い

る

と

推

計

さ

れ

て

お

り
、

年
々
、

下
層
植
生
の
食
害
に
伴

う
希
少
種
の
消
滅
等
が
懸
念
さ

れ
る
と
と
も
に
、

農
作
物
等
へ

の
被
害
対
策
を
求
め
る
声
も
高

ま
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
特
に
生
息
密
度

が
高
い
西
部
地
区
と
比
較
的
被

害
は
少
な
い
も
の
の
希
少
種
が

～

平
成
二
二
年
度

事
業
の
概
要

～

【

林
野
巡
視
（

森
林
窃
盗
防
止
）

へ
の
協
力
依
頼
】

屋
久
島
森
林
管
理
署
で
は
、

世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
や

前
岳
の
人
工
林
の
整
備
等
国
有

林
野
の
適
切
な
管
理
経
営
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
ヤ
ク
ス
ギ

土
埋
木
等
の
森
林
窃
盗
防
止
を

目
的
と
し
て
林
野
巡
視
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

昼
間

の
巡
視
の
み
で
は
十
分
で
な
い

こ
と
も
あ
り
、

夜
間
や
早
朝
の
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屋久島中央部の植生垂直分布調査
（平成１９年度調査）

屋久島生態系モニタリング

・標高1936ｍ地点（NO6プロット）
NO6プロットは、山頂より100ｍ程離れた南東側の小

ピークを選んで設定した。プロットの地形は、南西向
きの平均傾斜２８°である。

コドラード内における植生調査結果から、低木層は
ヤクシマシャクナゲ、ヤクシマダケ、草本層はツクシ
ゼリ、コケスミレ、イッスンキンカ、イトススキ、コ
メススキ、スゲ属が見られた。

実践研修の様子
（シカ道に罠設置）

宮之浦岳山頂付近は、ヤクシマダケ群集であるが、
僅かにヤクシマシャクナゲが混生している。
また、岩上岩隙調査の結果、ミヤマビャクシン、オ

オゴカヨウオウレン、ヤクシマリンドウ、コツクバネ
ウツギ、ノギラン、マンネンスギ、ヒロハコメスス
キ、ヒメコイワカガミ、マイヅルソウが確認された。

ヤクシマダケの樹高は、標高１８００ｍ前後であれ
ば、樹高１ｍ程度であるが、標高が高くなるに従い風
衝による影響で低くなり、この標高では、樹高０．５
ｍ程度になる。

模範研修の様子
（罠のバネ絞込み）

現地調査の状況



１．荒川地区（ヤクスギランド）

19年度 20年度 21年度

４月 14,661 10,337 8,754

５月 10,670 12,080 9,135

６月 7,693 8,146 5,476

７月 8,294 10,881 9,857

８月 10,457 10,820 9,182

９月 9,316 8,918 7,391

10月 10,026 11,714 8,031

11月 10,224 10,275 7,724

12月 4,842 5,671 3,961

１月 3,152 2,097 3,163

２月 5,659 5,199 5,021

３月 10,520 8,574 7,154

合計 105,514 104,712 84,849

２．白谷地区（白谷雲水峡）

19年度 20年度 21年度

４月 12,520 11,035 9,666

５月 11,907 13,660 13,540

６月 5,615 8,058 7,547

７月 8,715 13,679 14,733

８月 15,778 18,629 15,928

９月 12,365 13,372 12,988

10月 10,745 12,504 10,634

11月 9,251 10,190 8,425

12月 4,487 4,780 3,664

１月 3,677 1,251 2,509

２月 5,010 0 3,214

３月 12,619 10,618 8,993

合計 112,689 117,776 111,841

３．年度別入場者数（累計入場者数）

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

85,468 72,920 77,378 91,326 104,524 116,020 103,745 94,396 100,186 105,514 104,712 84,849

4,605 32,174 40,893 56,318 64,183 75,124 77,900 82,745 99,047 112,689 117,776 111,841

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

405,683 478,603 555,981 647,307 751,831 867,851 971,596 1,065,992 1,166,178 1,271,692 1,376,404 1,461,253

28,079 60,253 101,146 157,464 221,647 296,771 374,671 457,416 556,463 669,152 786,928 898,769

※１ 白谷雲水峡については、平成8年10月～9年3月の間閑散期のため委託せず、調査なし。
また、平成9年10月～10年12月・21年2月・22年2月の間県道通行止めのため調査できず。

『洋上アルプス№１８４号裏面』屋久島森林環境保全センター

屋久島自然休養林の入場者数の推移

年度別入場者数

ヤクスギランド

白谷雲水峡

累計入場者数
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